
チーム内に体調不良者や感染者、濃厚接触者が生じた場合の対応フロー

選手・スタッフ本人が体調不良 選手・スタッフが濃厚接触

最終接触日から7日間の出場停止

その間の自宅待機・健康観察を経て、
症状などの問題が発現しなければ、
出場可能。

PCR検査 or 抗原検査 受検

発症の翌日から10日間
自宅待機（出場停止） 解熱すれば出場可能

※ただし抗原検査の場合、
発症から48時間以内に行っ
た検査であれば平熱が2日
経過したことが確認できれ
ば出場可能

再度のPCR検査もしくは抗原
検査受検で陰性が確認でき
れば（要証明書）出場可能

陽性 陰性

自チーム（大学）の基準や対応が
本大会基準・対応より厳正なものである場合は、
そちらを優先し適用して下さい。
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☝濃厚接触者の定義（本大会基準）

１．試合および練習中のノーマスクは濃厚接触者とする。
→ 練習中はマスクの着用をお願いします。

２．宿泊の同部屋は濃厚接触者とする。
→ 宿泊を伴うチームにつきましては、可能な限り「1名1室」にてお願いします。

３．集団での食事は濃厚接触者とする。
→ 食事は可能な限り「個食」でお願いします。

☝感染者や濃厚接触者がチーム内に発生したら

①Ｅメール（下記アドレス）にて、感染者、濃厚接触者がチーム内に発生した旨を本大会実行委員会へ報告

②本大会所定の「COVID-19陽性者報告書」を提出

③寛解後は、本大会所定の「COVID-19陽性者寛解報告書」を提出

連絡先：west_bsk@yahoo.co.jp

本大会期間中、チーム関係者に体調不良者および濃厚接触者が発生した場合の当該試合の取り扱いや大会続行の
可否については、大会実行委員の発議により、随時臨時大会実行委員会を開催し審議の上、決定します。
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